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令和４年度　各会計当初予算

　 会 計 区 分 　
　 ４ 年 度 　
　 当 初 予 算　

　 ３ 年 度 　
　 当 初 予 算　

　 対 前 年 度　
　 増 減 額　

増 減 率

　 一 般 会 計 　 55 億 7908 万円 51 億 5480 万円 4 億 2428 万円 8.2％

特　

別　

会　

計

簡 易 水 道  5 億 1263 万円 ３億 8570 万円 1 億 2693 万円 32.9％

国 民 健 康 保 険  8 億 1412 万円 8 億 3235 万円 ▲ 1823 万円 ▲ 2.2％

公 共 下 水 道   3 億 3440 万円  2 億 9345 万円 　　4095 万円 14.0％

介 護 保 険   5 億 2592 万円  5 億 2679 万円 　　　▲ 87 万円 ▲ 0.2％

介護サービス事業   2 億 5496 万円 2 億 6705 万円 　　▲ 1209 万円 ▲ 4.5％

後 期 高 齢 者 医 療 　　　8960 万円 　9777 万円 　　　▲ 817 万円 ▲ 8.4％

　 合 計 　 81 億 1071 万円 75 億 5791 万円 5 億 5280 万円 7.3％

予
算
特
別
委
員
会　

３
月
９
日
・
10
日

　

令
和
４
年
第
１
回
定
例
会
に
お

い
て
、
次
の
当
初
予
算
が
提
案
さ

れ
ま
し
た
。

■
令
和
４
年
度
一
般
会
計
予
算

■
令
和
４
年
度
簡
易
水
道
特
別

　

会
計
予
算

■
令
和
４
年
度
国
民
健
康
保
険

　

特
別
会
計
予
算

■
令
和
４
年
度
公
共
下
水
道
特

　

別
会
計
予
算

■
令
和
４
年
度
介
護
保
険
特
別

　

会
計
予
算

■
令
和
４
年
度
介
護
サ
ー
ビ
ス

　

事
業
特
別
会
計
予
算

■
令
和
４
年
度
後
期
高
齢
者
医

　

療
特
別
会
計
予
算

　

提
案
さ
れ
た
各
会
計
予
算
に
つ
い

て
、
議
長
を
除
く
８
名
の
議
員
で
構

成
す
る
予
算
特
別
委
員
会
を
設
置

し
、
付
託
し
て
審
議
を
行
う
こ
と
を

決
め
、
９
日
に
開
催
さ
れ
た
特
別
委

員
会
で
は
委
員
長
に
但
木
委
員
、
副

委
員
長
に
三
田
委
員
を
選
任
し
、
10

日
に
集
中
審
議
を
行
っ
た
結
果
、
原

案
可
決
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
14
日
の
本
会
議
に
お
い

て
、
但
木
委
員
長
よ
り
審
査
結
果
報

告
が
な
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

予算

特別委員会

委員長報告
（要旨）

　

令
和
４
年
度
は
第
５
期
町
総
合
計

画
の
２
年
目
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
計

画
な
ど
と
整
合
性
を
図
っ
た
予
算
編

成
で
あ
る
か
、
町
の
現
状
を
踏
ま
え

住
民
福
祉
の
向
上
に
繋
が
る
も
の
で

あ
る
か
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
り

財
政
状
況
が
厳
し
い
中
、
最
小
の
経

費
で
最
大
の
効
果
が
図
ら
れ
る
施

策
・
事
業
と
な
っ
て
い
る
か
な
ど
に

重
点
を
お
き
、
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
予
算
の
45
％

を
占
め
る
地
方
交
付
税
は
増
額
を
見

込
ん
で
い
ま
す
が
、
収
支
の
バ
ラ
ン

ス
は
各
種
基
金
の
繰
り
入
れ
に
よ
り

図
ら
れ
て
い
る
の
が
実
情
で
す
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
限
ら
れ
た
財

源
の
中
で
新
た
な
行
政
課
題
も
考
慮

し
、
事
業
の
必
要
性
・
妥
当
性
に
十

分
な
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
方
創
生
と
人
口
減
少
の
克
服

は
、
国
・
地
方
自
治
体
に
お
い
て
最

重
要
課
題
で
あ
り
、
地
方
が
自
ら
の

判
断
と
責
任
に
お
い
て
そ
れ
ら
の
課

題
に
取
り
組
み
、
緊
急
性
・
将
来
性
・

効
率
性
な
ど
十
分
な
精
査
を
行
い
な

が
ら
、
安
定
的
な
財
政
運
営
と
安
全

で
安
心
な
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
願

い
ま
す
。

ことしの主な事業
町の魅力発信、観光物産振興対策をはじめ
　公共施設・医療器機・交通網の整備など幅広く実施

令和４年度 当初予算

まちの予算をみる特集

一般会計は前年度比プラス 8.2％  4 億 2428 万円の増額

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

に
伴
い
、
全
国
的
に
観
光
客
の
激
減

や
地
域
特
産
品
の
販
売
低
迷
な
ど
、

地
域
経
済
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
本
年
度
か
ら
地
域
お
こ

し
協
力
隊
を
導
入
し
、
地
域
活
性
化

を
図
る
た
め
の
様
々
な
情
報
配
信
、

Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
安
心
安
全
を
第
一
に
、
老

朽
化
の
著
し
い
既
存
の
観
光
施
設
を

改
修
す
る
な
ど
、
積
極
的
に
事
業
を

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

●
地
域
お
こ
し
協
力
隊
設
置
事
業

　

本
年
度
に
採
用
さ
れ
た
隊
員
に
係

る
給
与
や
活
動
費
並
び
に
令
和
５
年

度
の
隊
員
募
集
等
に
係
る
経
費　

１
４
１
０
万
円

　

町
外
か
ら
２
名
の
協
力
隊
員
を
採

用
し
、
「
外
か
ら
の
視
点
」
で
の
新

た
な
発
想
に
よ
る
町
の
魅
力
発
信
に

期
待
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
来
年
度
か
ら
の
隊
員
も
募

集
し
、
町
民
と
一
体
と
な
っ
て
「
新

た
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

●
若
佐
歯
科
診
療
所
治
療
機
器
購

　

入
事
業

　

痛
み
や
振
動
が
少
な
く
、
麻
酔
が

必
要
な
治
療
を
限
り
な
く
抑
制
す
る

こ
と
が
で
き
る
レ
ー
ザ
ー
式
歯
科
治

療
器
の
購
入　
　
　
　

７
０
８
万
円

●
浜
佐
呂
間
農
村
公
園
遊
具
更
新

　

工
事

　

町
内
の
老
朽
化
し
た
各
公
園
遊
具

を
計
画
的
に
更
新　
　

９
１
０
万
円

●
除
雪
機
械
購
入
事
業

　

除
雪
車
両
（
グ
レ
ー
ダ
ー
）
の
更
新

６
３
８
１
万
円

●
ト
ッ
プ
ウ
シ
ベ
ツ
川
防
災
対
策

　

事
業

　

富
武
士
地
区
を
流
れ
る
ト
ッ
プ
ウ

シ
ベ
ツ
川
の
棚
板
設
置
工
事

３
５
２
０
万
円

●
若
佐
小
学
校
改
修
工
事

　

経
年
劣
化
に
伴
う
校
舎
内
窓
の
改

修
工
事　
　
　
　
　

１
３
９
１
万
円

●
町
民
セ
ン
タ
ー
舞
台
装
置
改
修

　

工
事

　

経
年
劣
化
し
た
舞
台
装
置
各
種
の

改
修
工
事　
　
　
　
　

６
６
７
万
円

●
市
街
街
路
灯
取
替
工
事

　

佐
呂
間
市
街
地
の
街
路
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
（
３
カ
年
計
画
の
２
年
目
）

５
６
６
５
万
円

●
ふ
れ
あ
い
バ
ス
購
入
事
業

　

老
朽
化
し
た
栃
木
線
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
の
更
新　
　
　
　

１
１
５
３
万
円

老朽化が進み改修されるサロマ湖展望台

そ 

の 

他 

の 
主 

な 

事 

業

●
観
光
デ
ジ
タ
ル
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

　

整
備
事
業

　

令
和
３
年
度
か
ら
の
２
カ
年
計
画

で
実
施
す
る
、
新
た
な
観
光
情
報
発

信
体
制
の
構
築
に
係
る
経
費

３
１
３
万
円

●
道
の
駅
物
産
館
み
の
り
換
気
設

　

備
改
修
工
事

　

多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
道
の
駅

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
と
し
て
、
物
産
販
売
ス
ペ
ー
ス
、

食
事
ス
ペ
ー
ス
及
び
ト
イ
レ
の
換
気

設
備
改
修
工
事　
　
　

３
３
７
万
円

●
サ
ロ
マ
湖
展
望
台
改
修
工
事

　

令
和
３
年
度
か
ら
の
２
カ
年
計
画

で
実
施
す
る
、
老
朽
化
し
た
展
望
台

の
大
規
模
改
修
工
事

　
　

８
２
２
１
万
円

●
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
照
明
器

　

具
取
替
工
事

　

照
明
器
具
24
カ
所
の
安
定
器
及
び

Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
へ
の
取
替

８
４
３
万
円

●
佐
呂
間
保
育
所
屋
上
防
水
工
事

　

経
年
劣
化
に
伴
う
屋
上
全
体
の
防

水
上
塗
り
及
び
一
部
屋
根
の
破
風
板

補
修
工
事　
　
　
　
　

８
６
７
万
円

●
ク
リ
ニ
ッ
ク
さ
ろ
ま
電
子
カ
ル
テ

　

機
器
等
更
新
事
業

　

開
設
時
に
導
入
し
た
電
子
カ
ル
テ

機
器
及
び
電
子
検
査
機
器
等
の
耐
用

年
数
経
過
に
伴
う
更
新５

６
３
０
万
円

現在の栃木線バス

（グリーンの車体）

地
域
振
興
対
策

夢
と
希
望
の
持
て
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て



令和４年 ３月定例議会号令和４年 ３月定例議会号

議会だより　130 号議会だより　130 号 ８９

農
業
後
継
者
対
策

　
　
　
　

農
業
後
継
者
対
策
事
業

　
　
　
　

費
補
助
金
で
す
が
、
事

業
費
の
内
訳
と
し
て
、
何
人
の
農

業
後
継
者
に
補
助
す
る
見
込
み
で

し
ょ
う
か
。

農
務
課
長

　
　
　
　
　

こ

の

補

助

金

は
、

個
々
に
補
助
を
し
て
い
る
の
で
は

な
く
、
農
協
が
事
務
局
を
し
て
お

り
、
そ
ち
ら
に
一
括
補
助
を
し

て
い
ま
す
。
事
業
の
内
容
は
、
後

継
者
の
育
成
や
さ
ろ
ま
ち
こ
ん
事

業
、
女
性
部
に
対
す
る
事
業
や
農

業
体
験
に
来
た
際
の
宿
泊
助
成
と

い
う
形
で
こ
の
補
助
金
を
活
用
し

て
い
ま
す
。

第１回定例会

・特集　まちの予算をみる　

　

　

　・特集　まちの予算をみる

第１回定例会

三田

　
　
　
　

予

算

特

別

委

員

会

質

疑

の

中

か

ら

　

令
和
４
年
度
予
算
の

　
　

使
い
道
を
徹
底
審
議
！

農
林
水
産
業
費

農
林
水
産
業
費

　
　
　
　

漁
村
青
年
活
動
費
補
助

　
　
　
　

金
に
つ
い
て
、
活
動
費

と
い
う
よ
り
も
育
成
事
業
に
充
て

る
よ
う
な
内
容
に
し
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

小松

　
　
　
　

　
　
　
　

夏
に
な
る
と
時
々
、
渇

　
　
　
　

水
と
い
う
状
況
に
な
り

ま
す
が
、
町
有
林
関
係
の
中
で
は

こ
れ
ら
の
対
策
と
し
て
ど
の
よ
う

な
こ
と
が
可
能
で
し
ょ
う
か
。

渡辺

　
　
　
　

　
　
　
　

有
害
鳥
獣
駆
除
に
要
す

　
　
　
　

る
経
費
の
う
ち
、
猟
友

会
の
後
継
者
対
策
と
し
て
２
名
分

の
免
許
取
得
奨
励
を
見
込
ん
で
い

ま
す
が
、
現
状
の
猟
友
会
員
数
と

今
後
の
推
移
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

髙橋

　
　
　
　

　
　
　
　

で
は
、
こ
の
補
助
制
度

　
　
　
　

は
、
町
が
独
自
に
行
っ

て
い
る
と
い
う
よ
り
は
、
農
協
が

行
う
後
継
者
対
策
に
対
し
て
の
補

助
金
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

三田

　
　
　
　

農
務
課
長

　
　
　
　
　

そ
う
で
す
。
実
際
の

事
務
的
な
も
の
は
農
協
が
行
っ
て

い
ま
す
が
、
こ
こ
２
・
３
年
は
新

型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
７
・
８
割
方
、

活
動
が
で
き
て
お
ら
ず
返
還
に

な
っ
て
い
ま
す
。

有
害
鳥
獣
の
駆
除

経
済
課
長

　
　
　
　
　

猟
友
会
は
、
若
佐
地

区
と
佐
呂
間
地
区
の
２
つ
の
分
会

に
分
か
れ
て
お
り
、
合
わ
せ
て
約

34
名
ほ
ど
の
会
員
が
い
ま
す
。

　

狩
猟
免
許
の
関
係
で
、
銃
器
の

許
可
を
取
っ
て
、
実
際
に
大
型
動

物
を
捕
獲
す
る
た
め
の
ラ
イ
フ
ル

銃
の
取
得
ま
で
に
は
10
年
ほ
ど
経

験
年
数
が
必
要
で
す
が
、
現
在
半

数
以
上
の
会
員
が
60
歳
以
上
と
い

う
状
況
で
あ
り
、
新
し
い
方
が
狩

猟
免
許
と
銃
器
の
許
可
を
取
得
し

て
一
人
前
に
な
る
ま
で
に
、
多
く

の
会
員
が
猟
に
は
出
ら
れ
な
い
よ

う
な
状
況
に
な
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
令
和
４
年
度
で
は
、
若
い

２
名
の
方
が
狩
猟
免
許
、
銃
器
の

免
許
を
取
得
し
た
い
と
い
う
意
向

が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
２
名
分

の
予
算
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

夏
期
の

 
 
 
 
 
 

渇
水
対
策

経
済
課
長

　
　
　
　
　

樹
木
の
伐
採
に
お
い

い
て
、
分
水
か
ら
集
水
区
域
内
に

あ
る
国
有
林
も
含
め
、
水
源
地
上

流
の
伐
採
は
な
る
べ
く
行
わ
な
い

よ
う
国
有
林
側
に
も
申
し
入
れ
て

お
り
、
町
有
林
も
で
き
る
限
り
切

ら
な
い
よ
う
、
水
源
涵
養
の
た
め

の
措
置
は
取
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
水
源
地
や
水
道
取
水
地

の
上
流
部
分
の
植
樹
と
い
う
こ
と

で
、
伐
採
後
３
年
以
内
に
植
樹
を

す
る
こ
と
が
法
律
で
定
め
ら
れ
て

い
る
た
め
、
そ
こ
を
優
先
的
に
植

樹
し
、
旧
町
有
牧
野
に
も
町
主
催

の
植
樹
祭
や
漁
協
な
ど
の
植
樹
祭

を
、
毎
年
続
け
て
い
ま
す
。

漁
村
青
年
活
動
費　

　
　
　
　
　

補
助
金

経
済
課
長

　
　
　
　
　

こ
の
補
助
制
度
に
つ

い
て
は
、
実
質
、
漁
協
青
年
部
の

活
動
に
対
し
て
そ
の
一
部
を
補
助

し
、
毎
年
青
年
部
が
そ
の
年
の
活

動
計
画
等
を
立
て
、
そ
の
要
望
に

基
づ
き
補
助
金
を
支
出
し
て
い
る

た
め
、
活
動
内
容
等
に
つ
い
て
も
、

青
年
部
の
独
自
性
を
尊
重
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

町
長

　
　
　
　

サ
ロ
マ
湖
は
報
徳
の
精

神
に
基
づ
い
て
養
殖
技
術
を
確
立

し
て
き
た
湖
で
、
町
の
使
命
と
し

て
は
こ
の
サ
ロ
マ
湖
の
水
産
資
源

を
未
来
永
劫
守
り
続
け
て
い
く
こ

と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
い
っ
た
報
徳
の
精
神
が
、

今
の
若
い
世
代
に
ど
の
よ
う
に
伝

わ
っ
て
い
る
か
と
い
う
と
こ
ろ
も

一
つ
の
育
成
・
教
育
だ
と
思
い
ま

す
が
、
若
手
の
組
合
員
の
中
に
は

「
も
っ
と
勉
強
し
た
い
」
と
い
う

気
持
ち
を
持
つ
方
も
い
る
と
聞
い

て
お
り
、
大
変
心
強
く
感
じ
て
い

ま
す
の
で
、
引
き
続
き
支
援
を
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

こ
の
補
助
制
度
に
お
け

　
　
　
　

る
令
和
３
年
度
の
実
績

は
ど
の
く
ら
い
あ
り
ま
し
た
か
。

　

ま
た
、
新
年
度
予
算
の
算
定
根

拠
と
し
て
「
大
型
６
名
、
大
型
二

種
１
名
」
と
あ
り
ま
す
が
、
ど
の

よ
う
な
形
態
の
事
業
所
に
何
人
か

ら
の
申
請
が
あ
る
と
見
込
ん
で
い

ま
す
か
。 三田

　
　
　
　

経
済
課
長

　
　
　
　
　

令
和
３
年
度
の
実
績

は
、
大
型
免
許
が
２
名
で
し
た
が
、

本
制
度
を
開
始
し
た
令
和
２
年
度

は
、
牽
引
免
許
、
大
型
免
許
を
取

得
す
る
方
が
５
名
い
た
た
め
減
っ

て
い
ま
す
。

　

新
年
度
予
算
で
は
、
対
象
事
業

所
及
び
要
件
に
つ
い
て
拡
充
し
、

商
工
業
に
加
え
て
農
林
水
産
業

の
個
人
事
業
主
の
部
分
も
対
象
と

し
、
そ
こ
に
勤
め
る
通
年
雇
用
の

従
業
員
の
免
許
取
得
に
係
る
補
助

も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
運
転
免
許
証
の
種
類
に

つ
い
て
、
今
ま
で
の
大
型
免
許
一

種
・
二
種
や
大
型
特
殊
、
牽
引
に

加
え
、
免
許
制
度
の
改
正
に
伴
い
、

中
型
・
準
中
型
免
許
を
追
加
し
ま

し
た
が
、
新
年
度
予
算
で
は
実
績

を
基
に
大
型
免
許
で
算
定
し
、
申

請
が
多
い
場
合
は
補
正
対
応
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

商

工

費

商

工

費

大
型
運
転
免
許
等

　
　
　
　

取
得
費
補
助
金

　
　
　
　

令
和
３
年
度
は
、
支
援

　
　
　
　

員
の
な
り
手
が
お
ら
ず

予
算
を
減
額
し
て
い
ま
し
た
が
、

令
和
４
年
度
に
お
け
る
支
援
員
の

配
置
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

三田

　
　
　
　

　
　
　
　

そ
こ
に
勤
め
る
者
と
い

　
　
　
　

う
こ
と
で
す
が
、
専
従

者
は
要
件
に
該
当
し
ま
す
か
。

渡辺

　
　
　
　

経
済
課
長

　
　
　
　
　

専
従
者
は
同
一
家
族

内
の
人
に
な
る
た
め
該
当
せ
ず
、

要
綱
で
は
通
年
雇
用
す
る
従
業
員

と
い
う
規
定
を
し
、
そ
の
確
認
方

法
と
し
て
雇
用
保
険
加
入
証
、
保

険
者
証
を
提
出
の
う
え
、
内
容
確

認
を
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

教

育

費

教

育

費

学
校
支
援
員
の
配
置

管
理
課
長

　
　
　
　
　

現
在
の
支
援
員
は
、

佐
呂
間
小
学
校
５
名
、
若
佐
１
名
、

浜
佐
呂
間
１
名
、
佐
呂
間
中
学
校

に
３
名
い
ま
す
が
、
配
置
の
関
係

で
佐
呂
間
小
学
校
は
少
し
減
る
見

込
み
で
あ
り
、
現
在
探
し
て
い
る

状
況
で
す
。

　
　
　
　

本
町
の
教
育
に
関
す
る

　
　
　
　

取
り
組
み
が
す
ば
ら
し

い
た
め
、
町
外
か
ら
移
住
し
て
く

る
と
い
う
よ
う
な
話
も
聞
こ
え
て

き
ま
す
が
、
そ
れ
ら
の
情
報
を
町

外
に
発
信
す
る
な
ど
、
今
後
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
ま
す
か
。

小松

　
　
　
　 教

育
に
関
す
る

　

今
後
の
取
り
組
み

教
育
長

　
　
　
　

令
和
４
年
度
教
育
行
政

推
進
方
針
に
、
取
り
組
む
内
容
に

つ
い
て
細
か
く
記
載
し
て
い
ま
す

が
、
義
務
教
育
段
階
で
は
子
ど
も

た
ち
の
基
礎
的
な
学
力
を
高
め
、

考
え
る
力
を
育
成
し
た
い
と
い
う

こ
と
で
、
各
学
校
の
教
職
員
が
一

丸
と
な
っ
て
努
力
し
て
お
り
、
さ

ら
に
高
校
に
進
学
す
る
頃
に
は
将

来
描
く
目
標
が
見
つ
か
り
、
そ
れ

に
少
し
で
も
手
助
け
を
し
た
い
と

い
う
こ
と
で
、
入
学
時
や
卒
業
後

の
補
助
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ら
の
内
容
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
見
ら
れ
る
の
で
目
に

し
て
い
た
だ
き
、
本
町
で
子
育
て

を
し
た
い
と
い
う
方
が
増
え
れ
ば

良
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

新
年
度
の
中
学
３
年
生

　
　
　
　

が
２
ク
ラ
ス
に
増
え
る

の
で
は
と
聞
き
ま
し
た
が
、
そ
の

場
合
、
学
校
経
費
や
教
職
員
に
何

ら
か
の
影
響
は
出
な
い
の
で
す
か
。

髙橋

管
理
課
長

　
　
　
　
　

今
の
と
こ
ろ
は
予
定

で
あ
り
、
そ
う
な
っ
た
場
合
に
備

え
て
教
室
等
の
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
教
職
員
の
増
員
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
町
単
独
の
教
員
や
支

援
員
も
導
入
し
て
お
り
、
限
ら
れ

た
人
数
の
中
で
授
業
を
展
開
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。


